
常陸牛のブランド力強化と品質向上、生産維持拡大について

©2022 Ibaraki Prefecture Hitachi-beef Association All Rights Reserved. 茨城県常陸牛振興協会

茨城県常陸牛振興協会
事務局長 谷 口 勇

1



茨　　城　　県
茨

城

県

常

陸

牛

振

興

協

会

全国農業協同組合連合会　茨城県本部

茨城県家畜商業協同組合

茨城県畜産農業協同組合連合会

公益社団法人 茨城県畜産協会

茨城県食肉事業協同組合連合会

株式会社 茨城県中央食肉公社

幹事会

専門委員会

総 会

©2022 Ibaraki Prefecture Hitachi-beef Association All Rights Reserved. 茨城県常陸牛振興協会

茨城県の黒毛和牛のブランド化をめざし、統一銘柄「常陸牛」とし
昭和５２年(１９７７年)３月５日に茨城県常陸牛振興協会を設立しました。

事務局体制：平成１６年(２００４年)から２名による専任体制スタート

名誉会長 茨城県知事 大井川 和彦

会 長 全国農業協同組合連合会 茨城県本部長 鴨 川 隆 計

組 織 構 成

茨城県常陸牛振興協会設立目的

茨城県常陸牛振興協会設立目的と設立年月日と組織構成図
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定 義

「常陸牛とは、指定生産者が茨城県内で最も長く飼育した黒毛和牛の内、(公社)日本食肉格付協会の枝肉取引規格が歩留A等級又は

B等級かつ肉質等級が５等級と４等級のもので、茨城県常陸牛振興協会が認定したものとする」

※特徴つくりについて

出荷牛の生後月齢は２８ヶ月以上の未経産雌牛、去勢牛とする。
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3月5日は「常陸牛の日」

3月5日は「常陸牛の日」として平成29年に一般社団法人日本記念日協会に認定されました。

3月5日は昭和52年に茨城県常陸牛振興協会が設立された日です。制定に伴い常陸牛の知名度アップと牛肉の

消費拡大および親しみを感じてもらうため「常陸牛の日キャンペーン」等を展開。例年、指定店・推奨店が参

加し、オープン懸賞では県内外から多くのご応募をいただきました。

常陸牛の定義と規格
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市町村 頭　数 生産者数 市町村 頭　数 生産者数 市町村 頭　数 生産者数

常陸大宮市 1,654 13 茨城町 2,542 13 筑西市 997 11

日立市 978 2 水戸市 312 13 常総市 826 8

北茨城市 637 6 笠間市 229 7 八千代町 134 4

高萩市 485 7 城里町 47 5 下妻市 78 5

大子町 347 4 小美玉市 2 2 古河市 108 3

常陸太田市 156 4 　小　計 3,132 40 境町 72 1

那珂市 16 1 結城市 38 4

　小　計 4,273 37 桜川市 54 1

　小　計 2,307 37

市町村 頭　数 生産者数 市町村 頭　数 生産者数

つくば市 344 10 鉾田市 289 1

土浦市 201 5 行方市 120 1

石岡市 231 3 潮来市 10 1

稲敷市 60 3 神栖市 0 1

守谷市 1 1 　小　計 419 4

かすみがうら市 28 3

美浦村 4 1

牛久市 4 1

　小　計 873 27

県北エリア

県央エリア

県西エリア

県南エリア

鹿行エリア

　合　計 11,004 145

令和3年度常陸牛刻印頭数生産者数 市町村別：常陸牛刻印頭数／生産者数常陸牛の生産分布図

4

県北エリア 県央エリア 県西エリア

県南エリア 鹿行エリア



©2022 Ibaraki Prefecture Hitachi-beef Association All Rights Reserved. 茨城県常陸牛振興協会

常陸牛販売頭数の推移グラフ
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常陸牛販売指定店・推奨店・海外推奨店数
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シンガポール
輸出開始

ベトナム
輸出開始

タイ
輸出開始

米国
輸出開始

H16年から推奨店制度開始。県内飲食店等で
取り扱いが増え知名度が向上
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海外への常陸牛輸出実績
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平成30年10月 知事トップセールス(サンフランシスコ)

シンガポールでクリスマスフェア

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

ベトナム 400 400 2,201 1,511 541 1,480 1,386 2,417

タイ 1,400 1,019 12,105 19,494 17,742 3,118 2,208

米国 175 696 771 2,399 2,352 2,516

シンガポール 1,091 426 4,472

合計 400 1,800 3,395 14,312 20,806 22,711 7,281 11,613

単位：㎏
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ブランドアップのための取組

茨城県庁の生協食堂において「３月５日は常陸牛の日」を周

知するため常陸牛ハンバーグ定食を提供。７月土用の「牛の

日牛肉をたべようフェア」ではキリンビバレッジ株式会社が

全面的に協賛し飲料水を全食提供、今年は７月１９日～２９

日までひばり食堂と水戸合同庁舎食堂で１６２０食で常陸牛

丼・焼肉丼・ハヤシライス・ビビンバ丼などを提供し好評で

した。

各種県内外で開催されるイベントへの出店参加１例目

キリンビール株式会社はいばらきを食べよう応援キャンペー

ンを年２回茨城県内の量販店を中心に展開し、お客様への

キャンペーン賞品に常陸牛を毎回３０名様～４０名様へプレ

ゼントして頂き大いに感謝しています。
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横 浜
横浜ロイヤルパークホテル(ランドマークタワー内)「よこはま」にて７月～８月常陸牛フェア開催中

茨城県農産物販売推進東京本部と連携して推進2例目

東 京

メトロポリタンエドモント「山彦」で常陸牛フェア6月～8月開催中

10月～11月茨城県フェア開催予定(笠間市の栗とコラボ)

東 京
「銀座ひらやま」に常陸牛フィレを納品・・経済界、芸能人に人気

東 京
銀座「六雁」で常陸牛ローストビーフが好評
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横 浜
横浜ベイシェラトン＆タワーズホテル鉄板焼「さがみ」において常陸牛Tボーンステーキ(フィレとロース ）7月からメニュー化
毎年３月常陸牛フェア開催
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大 阪
リーガロイヤルホテル大阪にて６月茨城県フェア開催
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プロスポーツ冠大会の優勝者へ常陸牛贈呈

○5月開催サロンパスカップ(女子) 優勝者に常陸牛20kg贈呈
○6月男子プロツアー選手権優勝者に常陸牛10kg贈呈
○7月取手ケイリン 「旨い常陸牛杯」 男女優勝者に各3kg贈呈

3例目
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県内外販売指定店で常陸牛フェアを開催4例目

お客様へのプレゼント企画 大好評

「千駄木腰塚」にて常陸牛の特売会が開催／東京都文京区

「シェフミートチグサ」にて常陸牛フェアが開催／千葉市

「藤井商店」にて常陸牛PR活動／守谷市
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【海外】今年の8月にベトナムダナン市にオープンしたリゾートホテル
三日月にて常陸牛オブジェの贈呈式を行います。

５例目

東南アジアのハブホテルとして常陸牛を食べて知名度浸透と輸出量の拡大や販路拡大を目指します。
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どんす(背掛け)
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○カナダ、 シンガポールにおいて販促活動を展開し輸出量拡大を目指しています｡
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リゾートホテル「ホテル三日月」グランドオープン(令和4年6月)：ベトナムダナン市
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～常陸牛10,000頭を維持しつつ、品質向上を図るための生産対策～

繁殖雌牛の増頭を支援し、県内での子牛生産頭数の拡大と肥育牛農家が一貫生産体制経営の支援
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常陸牛高品質化のための生産対策
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「第49回茨城県常陸牛枝肉共励会」

80頭（去勢牛68頭、雌牛12頭）の和牛が出品され、
名誉賞に筑西市の澁澤畜産㈱の出品牛が選ばれました。

血統 福之姫－安福久
枝肉重量 632.0kg
枝肉単価 3.536円
格付 A‐5 ／ BMS No.12

「常陸牛販売1万頭達成記念枝肉共励会」

令和2年度常陸牛販売頭数1万頭突破を記念して共励会を
開催しました。
90頭（去勢牛8０頭、雌牛１0頭）の和牛が出品され、
名誉賞に北茨城市の新妻洋治氏の出品牛が選ばれました。

血統 芳乃国－安福久
枝肉重量 599.0kg
枝肉単価 3.945円
格付 A‐5 ／ BMS No.12

肉用牛の肥育技術の向上を目的として枝肉共励会を開催
常陸牛の品質向上が図られ、買参人にも評価されている
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常陸牛のトップブランド化をめざし、新しい品質つくりをスタート
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おいしさを保証する常陸牛の新基準の導入に関する検討について

１ 主旨
常陸牛のさらなるブランド力強化を図るため、牛肉の美味しさに影響する「脂肪の質」に着目した新たな肉質基準を策定し、

現行の格付け評価に付加価値を付けた評価方法を確立する。

２ 新基準の検討項目
現在の常陸牛の中に、さらに品質を保証する基準を設置する。

＜新基準検討項目＞
項目１：オレイン酸含量

オレイン酸は、融点が低く口どけが良いだけではなく、牛肉の「旨味」にも
影響しており、脂肪の量に左右されない牛肉の美味しさを保証する基準とし
て、最も美味しくなる割合を確認し、基準値として導入する。

項目２：小ザシ基準
きめ細かい脂肪交雑の状態である小ザシは、同じ脂肪の量でも小ザシの方
が口当たり良く食味を向上させると言われていることから、小ザシを判定
する新システムの導入により小ザシ指数を基準化し、評価法として確立する。

３ 新基準対応ブランド検討スケジュール
（１）令和４年度
・枝肉のオレイン酸測定データを集積しつつ、枝肉断面を撮影し、画像解析により小ザシを指数化、解析データを集積する。
・官能評価による客観的な評価を実施し、オレイン酸割合及び小ザシ指数の基準値に関する検討を行う。

（２）令和５年度
・両項目の最適な組み合わせを検討するとともに、新基準をクリアした常陸牛のテストマーケティングを行う。

（３）令和６年度
・新基準を導入し、新基準をクリアした常陸牛の販売開始

新型の撮影装置 BMS.No8
小ザシ指数1.9（低）

BMS.No8
小ザシ指数3.4（高）

【オレイン酸を基準化したほか産地の事例】
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ま と め
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1. 数は力なり・・・販売頭数が10,000頭を超えたことにより、取引先の常陸牛を見る目が変わっ

てきました。 新規の取引先が増加傾向にあります。

※併せて県による生産頭数維持増頭対策事業の継続とトップブランド化の取組が力を発揮する。

2. 継続的な営業力により、 県内、 国内、海外に販路が拡大し取扱い店舗数が増加。

東京本部をはじめ営業戦略部および農林水産部との連携で効力を発揮しています。

(これから取り組むトップブランド化の取組が関心を集め注目される)

3.   異業種の一流メーカーとの交流により、 ブランド化が確実に進んでいます。

(キリンビール(株) キリンビバレッジ(株)伊藤ハム (株) 日本ハム(株)等)

4. メディアとの関係を大切にして、取組等を常に発信しつづけることで常陸牛の応援者として

紹介してもらっています。

5. 常陸牛指定生産者と生産団体と茨城県と常陸牛振興協会が一体となり行動し、生産者の経営

基盤を支える努力を続けます。
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ご清聴ありがとうございました。
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